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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水洗便器への除菌水の供給方法であって、
　前記水洗便器は、
　　ボウル部の除菌対象部分に除菌成分を含有する除菌水を供給可能なノズルと、
　　前記ボウル部に除菌成分非含有の普通水を供給可能な給水路と、
　　前記ボウル部の溜水を排出可能な排水路と、を備え、
　前記排水路は、少なくとも一部が可動式であるトラップ部を備え、
　前記トラップ部は、前記ボウル部に前記普通水を貯留可能な封水姿勢と、前記ボウル部
内の溜水を排出可能な排水姿勢と、前記封水姿勢と前記排水姿勢との間に位置して前記封
水姿勢にあるときよりも少ない量の溜水を前記ボウル部に貯留可能な一部排水姿勢とに切
替可能であり、
　前記給水路に設けられた吐水部からの前記普通水は、前記ボウル部の椀状の内面に沿っ
て周方向に旋回しながら下方へ流動し、
　前記供給方法は、
　以下の工程：
　前記吐水部から前記普通水を前記除菌対象部分に供給する第１工程、および、前記ノズ
ルから前記除菌水を前記除菌対象部分に供給する第２工程を含み、
　前記トラップ部を前記一部排水姿勢に止めた状態で、前記第２工程を行うことを特徴と
する水洗便器への除菌水の供給方法。
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【請求項２】
　前記第２工程における前記除菌成分が、オゾンであることを特徴とする請求項１に記載
の水洗便器への除菌水の供給方法。
【請求項３】
　前記第１工程における前記普通水の吐水圧が、前記第２工程における前記除菌水の吐水
圧よりも高いことを特徴とする請求項１または２に記載の水洗便器への除菌水の供給方法
。
【請求項４】
　前記除菌対象部分が、前記水洗便器のボウル部の、溜水の待機時の喫水線以下の部分を
含むことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の水洗便器への除菌水の供給
方法。
【請求項５】
　ボウル部を有する便器本体と、
　前記ボウル部の除菌対象部分に除菌成分を含有する除菌水を供給可能なノズルと、
　前記ボウル部に除菌成分非含有の普通水を供給可能な給水路と、
　前記ボウル部の溜水を排出可能な排水路と、
　前記ボウル部の溜水の喫水線の高さを制御可能な溜水制御部と
を備え、
　前記排水路は、少なくとも一部が可動式であるトラップ部を備え、
　前記トラップ部が、前記ボウル部に前記普通水を貯留可能な封水姿勢と、前記ボウル部
内の溜水を排出可能な排水姿勢と、前記封水姿勢と前記排水姿勢との間に位置して前記封
水姿勢にあるときよりも少ない量の溜水を前記ボウル部に貯留可能な一部排水姿勢とに切
替可能であり、
　前記給水路に設けられた吐水部からの前記普通水は、前記ボウル部の椀状の内面に沿っ
て周方向に旋回しながら下方へ流動する水洗便器であって、
　前記除菌対象部分は、前記ボウル部の溜水の待機時の喫水線以下の部分を含み、
　前記溜水制御部は、前記トラップ部を駆動させることによって前記ボウル部の溜水の喫
水線の高さを制御可能であり、
　前記溜水制御部による制御によって前記ボウル部の溜水が前記排水路へ排出されて前記
除菌対象部分が露出した状態において、前記溜水制御部は、前記吐水部から前記普通水を
前記除菌対象部分に供給させた後、前記トラップ部を前記一部排水姿勢に止めた状態で前
記ノズルから前記除菌対象部分に前記除菌水を供給させる制御が可能であることを特徴と
する水洗便器。
【請求項６】
　前記ノズルは、前記除菌水および除菌成分非含有の普通水を前記除菌対象部分に供給可
能であり、前記溜水制御部は、前記ノズルから前記除菌対象部分に前記普通水を供給させ
る制御が可能であることを特徴とする請求項５に記載の水洗便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水廻り機器への除菌水の供給方法および水洗便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　清潔で快適な生活環境を求める消費者の増加に伴い、住居内の水廻り機器においては、
除菌によって、ぬめりやカビの発生や、雑菌の繁殖を抑制することが求められている。
【０００３】
　従来、このような水廻り機器のうち、水洗便器において除菌を行うものとして、電気分
解により生成したオゾン含有水（除菌水）を流して洗浄する水洗便器が提案されている（
特許文献１、２）。
【０００４】
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　特許文献２には、便器本体のボウル部の殺菌を開始する指令に基づいて、ボウル部に貯
留された溜水の水位を待機時よりも下げた後、ボウル部にオゾン含有水を便器に流して洗
浄することが記載されている。この水洗便器は、通常使用時あるいは待機時には溜水で水
没しているボウル部の部分を効果的に除菌することができ、ボウル部の喫水線近傍に汚れ
が発生することを抑制することができるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－３３１２３１号公報
【特許文献２】特開２０１０－２４８７８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、単にオゾン含有水をボウル部に流すだけでは、菌が積層されて付着して
いる場合は、オゾン含有水の効果を奥まで行き渡らせることが困難であった。
【０００７】
　すなわち、菌が層状に付着している場合、オゾン含有水はこのような層状の菌に対して
表面（最外層）側から供給される。そのため、最外層に位置する菌に対しては除菌効果が
得られても、積層している菌の奥までオゾン含有水による除菌効果を行き渡らせることが
困難であった。
【０００８】
　このように、層状の菌に対して表面のみではなく奥まで除菌する観点から、除菌効果に
は更に改善が望まれていた。
【０００９】
　本発明は、以上のとおりの事情に鑑みてなされたものであり、単に除菌水を供給する場
合よりも除菌効果を高めることができる水廻り機器への除菌水の供給方法を提供すること
を課題としている。
【００１０】
　また、本発明は、単に除菌水を供給する場合よりも除菌効果を高めることができる水洗
便器を提供することも課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するために、本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法は、以下の工
程、
　除菌成分非含有の普通水を水廻り機器の除菌対象部分に供給する第１工程、および、
　除菌成分を含有する除菌水を前記除菌対象部分に供給する第２工程、
を含むことを特徴としている。
【００１２】
　また、本発明の水洗便器は、
　ボウル部を有する便器本体と、
　前記ボウル部の除菌対象部分に除菌成分を含有する除菌水を供給可能なノズルと、
　前記ボウル部に除菌成分非含有の普通水を供給可能な給水路と、
　前記ボウル部の溜水を排出可能な排水路と、
　前記ボウル部の溜水の喫水線の高さを制御可能な溜水制御部と
を備えた水洗便器であって、
　前記排水路は、前記給水路から供給される前記普通水を前記ボウル部に貯留可能に形成
され、かつ、少なくとも一部が可動式であるトラップ部を備え、
　前記除菌対象部分は、前記ボウル部の溜水の待機時の喫水線以下の部分を含み、
　前記溜水制御部は、前記トラップ部を駆動させることによって前記ボウル部の溜水の喫
水線の高さを制御可能であり、
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　前記溜水制御部による制御によって前記ボウル部の溜水が前記排水路へ排出されて前記
除菌対象部分が露出した状態において、前記溜水制御部は、前記普通水を前記除菌対象部
分に供給させた後、前記ノズルから前記除菌対象部分に前記除菌水を供給させる制御が可
能であることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、単に除菌水を供給する場合よりも除菌効果を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法の一実施形態における機器構成図であ
る。
【図２】水洗便器への除菌水の供給方法の第一実施形態を工程順に示す概略断面図である
。
【図３】水洗便器への除菌水の供給方法の第二実施形態を工程順に示す概略断面図である
。
【図４】水洗便器への除菌水の供給方法の第三実施形態を工程順に示す概略断面図である
。
【図５】水洗便器への除菌水の供給方法の第四実施形態を工程順に示す概略断面図である
。
【図６】水洗便器への除菌水の供給方法の第五実施形態を工程順に示す概略断面図である
。
【図７】図２に示す水洗便器への除菌水の供給方法の第一実施形態の変形例を示す概略断
面図である。
【図８】図４に示す水洗便器への除菌水の供給方法の第三実施形態の変形例を示す概略断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【００１６】
　本実施形態に係る水廻り機器への除菌水の供給方法では、除菌成分非含有の普通水を水
廻り機器の除菌対象部分に供給する第１工程と、第１工程の後、除菌成分を含有する除菌
水を除菌対象部分に供給する第２工程とを含む。
【００１７】
　ここで、除菌成分を含有する除菌水を、以下、単に「除菌水」とも称する。除菌水より
も吐水圧が高い除菌成分非含有の普通水を、以下、単に「普通水」とも称する。
【００１８】
　本実施形態において、水廻り機器は、給水機能、排水機能、または給排水機能などを備
え、衛生に保たれることが求められている機器である。例えば、水洗便器、食器洗浄機、
洗濯機、キッチンシンク、手洗器、洗面器、浴槽などを挙げることができる。
【００１９】
　除菌水には、除菌成分が溶解している。本実施形態に係る除菌成分は、水廻り機器の除
菌対象部分に付着した菌に対する除菌効果を得るために水に含有させている成分を意図す
る。このため、水道水に含まれる残留塩素など、水に含まれる物質に対する殺菌効果を得
るために含有させている成分（以下、「残留塩素等」とも称する）については、本実施形
態に係る除菌成分が意図する成分ではない。もちろん、除菌水に残留塩素等が含まないこ
とを意味するものではなく、除菌水には残留塩素等を含んでいてもよい。
【００２０】
　除菌成分の具体例としては、オゾン、次亜塩素酸などが挙げられる。除菌成分がオゾン
である除菌水（以下、「オゾン水」とも称する）は、例えば、水を電気分解してオゾンガ
スを生成させ、生成したオゾンガスを水に溶解させることによって得ることができる。除
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菌成分が次亜塩素酸である除菌水は、例えば、ＮａＣｌを含む水を電気分解して塩素ガス
を生成させ、生成した塩素ガスを水と反応させることによって得ることができる。
【００２１】
　オゾンは水中での寿命が短く水質汚染の懸念が少ない。また、水道水などの水をそのま
ま電気分解してオゾンを生成することができる。このため、本実施形態では除菌成分がオ
ゾンであることが好ましい。
【００２２】
　普通水は、除菌水に含まれる除菌成分を含まない。なお、普通水に残留塩素等を含むこ
とは許容される。このような除菌成分を含まない普通水の具体例としては、水道水が挙げ
られる。
【００２３】
　除菌水による除菌効果を出すためには、菌へ直接に除菌水が接触すること、菌が死滅す
るのに必要な時間の間、除菌水が作用していること、そして除菌効果が長期間継続される
こと（掛ける頻度、１回での効果）が必要である。ところが、水廻り機器の除菌対象部分
には、菌が層状に付着している場合がある。除菌水は、このような層状の菌に対して表面
（最外層）側から供給されるので、除菌水の除菌効果は、最外層に位置する菌に対しては
高いが、積層している菌の奥まで除菌水の効果を行き渡らせることは困難である。
【００２４】
　そこで、本実施形態では、層状に付着した菌の奥まで除菌を可能とし、これにより除菌
効果を高める手段として、除菌対象部分の菌や汚れに事前に普通水を掛けて洗浄し、その
後に除菌水を掛けるようにしている。
【００２５】
　すなわち、本実施形態に係る水廻り機器への除菌水の供給方法は、単に菌に除菌水を掛
けるよりも、まずは、普通水を掛けることで、除菌水に含まれる除菌成分が効果的に菌に
対して作用することが判明した知見に基づいている。そして、除菌水を掛ける時間は同じ
でも、事前に除菌成分を含まない普通水を掛けた場合と掛けない場合とで除菌効果に差が
見られ、菌に除菌水を作用させる前に普通水で洗浄（菌の表面を流す）すると、除菌効果
が上がった知見に基づいている。また、普通水を供給した後、除菌水を水廻り機器の除菌
対象部分に供給することで、除菌対象部分に付着している菌の付着力を除菌成分の作用に
よって弱めることができ、そして菌の繁殖を抑制することができる。
【００２６】
　このような普通水を供給することによる効果をより効果的に実現するためには、普通水
の供給時間を１０秒～３分程度にすることが望ましい。また、除菌水の供給時間は５秒～
３分程度にすることが望ましい。なお、普通水の供給と除菌水の供給を１サイクルとして
、このサイクルを複数回繰り返してもよい。
【００２７】
　普通水や除菌水を供給するための吐水口は、ノズルの先端部などとして、除菌対象部分
に供給可能な適宜の位置に設けることができる。また、普通水や除菌水を除菌対象部分の
全体に流すために、あるいは噴射するために、吐水口にスプレッダーを設けたり、吐水方
向を調整可能な可動式ノズルを設けたりしてもよい。
【００２８】
　普通水や除菌水を供給するための吐水口は、例えば同一のノズルを用いて普通水と除菌
水の流路を切り替える切替弁を設ける方法などによって、同一の吐水口とすることができ
る。あるいは、例えば、普通水を供給するノズルと、除菌水を供給する別途のノズルを設
ける方法などによって、普通水を供給する吐水口と、除菌水を供給する吐水口を、それぞ
れ別途のものとしてもよい。
【００２９】
　本実施形態において、除菌対象部分に供給する普通水は、除菌水よりも吐水圧が高いこ
とが好ましい。ここで、吐水圧とは、吐水口における給水圧力を指す。
【００３０】
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　ノズルなどの吐水口から普通水を除菌対象部分に向けて供給する際、普通水の吐水圧、
すなわち給水圧力を除菌水に比べて高くすることで、除菌水よりも勢いよく普通水を吐出
させることができる。
【００３１】
　普通水の吐水圧を除菌水の吐水圧よりも高くする場合には、例えば除菌水の吐水圧の１
．２～５倍の範囲内に設定されることが望ましい。１．２倍以上にすることで、除菌対象
部分から表面付近の菌や汚れをより一層容易にはがすことができる。５倍以下にすること
で、除菌対象部分での普通水の跳ね返りを抑制し、はがされた菌や汚れが普通水と共に周
辺に飛び散ることを抑えることができる。
【００３２】
　普通水の吐水圧を除菌水の吐水圧よりも高くすると、表面の菌や汚れを水の勢いによる
物理的な力で除菌対象部分から洗い落としたり、表面の菌の付着力を弱めたりして、その
内側に位置する菌まで除菌水の効果を行き渡らせやすくすることができる。その後、除菌
水を供給することによって、この内側の菌に除菌成分をより効果的に作用させ、除菌効果
をより高めることができる。
【００３３】
　このように、除菌水よりも勢いのある普通水を、除菌水の供給前に除菌対象部分に供給
することで、単に除菌水を供給する場合、また、普通水を供給した後に除菌水を供給する
場合よりも除菌効果をより高めることができる。
【００３４】
　以上に説明した本実施形態に係る水廻り機器への除菌水の供給方法によれば、除菌水の
供給前に普通水を除菌対象部分に供給することで、菌や汚れを事前に洗浄し、積層してい
る菌の奥まで、除菌水の効果を行き渡らせることができる。これにより、単に除菌水を供
給する場合よりも除菌効果を高めることができる。また、普通水の吐水圧を除菌水の吐水
圧に比べて高くした場合には、ノズルなどの吐水口から普通水を除菌対象部分に向けて供
給する際、普通水を勢いよく吐出させることができ、その後の除菌水の供給による除菌効
果をより高めることができる。
【００３５】
　図１は、本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法の一実施形態における機器構成図で
ある。
【００３６】
　本実施形態では、水タンク１からの普通水Ｗ１と、オゾン水生成装置２からのオゾン水
（除菌水Ｗ２）を、切替弁４を介して、同一のノズル５から水廻り機器の除菌対象部分に
供給するようにしている。
【００３７】
　図１に示すように、水タンク１は水道に接続されている。水タンク１の槽内に水道から
の水道水が供給され、普通水Ｗ１が溜められる。
【００３８】
　オゾン水生成装置２は配管６ａを介して水タンク１に接続されている。水タンク１の槽
内の水道水の一部がオゾン水生成装置２に流入し、電気分解によってオゾンガスが生成さ
れる。
【００３９】
　オゾン水生成装置２では、生成されたオゾンガスが水に溶解してオゾン水（除菌水Ｗ２
）が生成される。水タンク１での普通水Ｗ１の生成の開始や停止、およびオゾン水生成装
置２での除菌水Ｗ２の生成の開始や停止は、水タンク１およびオゾン水生成装置２それぞ
れに電気的に接続されたノズル制御部３によって行われる。
【００４０】
　水タンク１およびオゾン水生成装置２の下流には上流側から順に、切替弁４、ノズル５
が設けられている。
【００４１】
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　切替弁４は、配管６ｂを介して水タンク１と接続され、また配管６ｃを介してオゾン水
生成装置２と接続されている。ノズル５は、配管６ｄを介して切替弁４と接続されている
。切替弁４は、普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２のうちいずれか一方の水をノズル５に供給す
るように切り替える弁である。
【００４２】
　すなわち、切替弁４は、配管６ｂと配管６ｄを連通させて普通水Ｗ１を流通させるか、
または配管６ｃと配管６ｄを連通させて除菌水Ｗ２を流通させるかを切り替える。切替弁
４の作動は、切替弁４に電気的に接続されたノズル制御部３によって行われる。
【００４３】
　ノズル５は、吐水口を有する。ノズル５に供給された水は、水廻り機器の除菌対象部分
に向けて吐水口から吐出される。普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２に比べて高く設定した
場合には、普通水Ｗ１は、除菌水Ｗ２に比べて勢いよく吐出される。
【００４４】
　水廻り機器への普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２の供給は、例えば、次のようにして行うこ
とができる。まず、水タンク１およびオゾン水生成装置２のそれぞれにおいて普通水Ｗ１
および除菌水Ｗ２を生成させる。
【００４５】
　次に、配管６ｂと配管６ｄを連通させるように切替弁４を作動させる。そしてノズル５
の吐水口から普通水Ｗ１を吐出させ、水廻り機器の除菌対象部分に普通水Ｗ１を供給する
。
【００４６】
　所定時間経過後、配管６ｃと配管６ｄを連通させるように切替弁４を作動させる。これ
によって、ノズル５の吐水口から吐出する水が、普通水Ｗ１から除菌水Ｗ２に切り替わる
。
【００４７】
　なお、ノズル５の吐水口での吐水圧は、切替弁４の開放の度合いや、水タンク１内の普
通水Ｗ１とオゾン水生成装置２内の除菌水Ｗ２の圧力などによって調整することができる
。これにより、水廻り機器の除菌対象部分に供給する普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２の吐水
圧を調節することができる。
【００４８】
　以上に説明した本実施形態に係る水廻り機器への除菌水の供給方法によれば、除菌水の
供給前に普通水を除菌対象部分に供給することで、菌や汚れを事前に洗浄し、積層してい
る菌の奥まで、除菌水の効果を行き渡らせることができる。これにより、単に除菌水を供
給する場合よりも除菌効果を高めることができる。また、普通水の吐水圧を除菌水の吐水
圧に比べて高くした場合には、ノズルなどの吐水口から普通水を除菌対象部分に向けて供
給する際、普通水を勢いよく吐出させることができ、その後の除菌水の供給による除菌効
果をより高めることができる。
【００４９】
　さらに本実施形態では、普通水Ｗ１と除菌水Ｗ２を供給するノズルを別ノズルとせずに
一つのノズル５を使用しているので、機器構成の小型化、低コスト化が図られる。
【００５０】
　次に、本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法の具体例として、水廻り機器が水洗便
器である実施形態について説明する。以下で詳述するように、本実施形態では、除菌対象
部分は、水洗便器のボウル部の、溜水の待機時の喫水線以下の部分を含む。
【００５１】
　図２（ａ）～図２（ｄ）は、水洗便器への除菌水の供給方法の第一実施形態を工程順に
示す概略断面図である。図３（ａ）～図３（ｄ）は、水洗便器への除菌水の供給方法の第
二実施形態を工程順に示す概略断面図である。図４（ａ）～図４（ｅ）は、水洗便器への
除菌水の供給方法の第三実施形態を工程順に示す概略断面図である。図５（ａ）～図５（
ｆ）は、水洗便器への除菌水の供給方法の第四実施形態を工程順に示す概略断面図である
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。図６（ａ）～図６（ｆ）は、水洗便器への除菌水の供給方法の第五実施形態を工程順に
示す概略断面図である。なお、図２～図６において、重複する構成要素には同一の符号を
付し、以下では重複する説明は省略する。
【００５２】
　図２～図６に示すように、本実施形態の水洗便器１０は、使用者が着座して使用する椅
子型の便器、いわゆる洋式便器である。水洗便器１０は、ボウル部１１を有する便器本体
１０ａと、ボウル部１１の上方に載置可能な便座および便蓋（図示せず）とを備えている
。また、水洗便器１０は、ボウル部１１の溜水の喫水線の高さを制御する溜水制御部（図
示せず）を備えている。
【００５３】
　便器本体１０ａは、例えばトイレルーム等の床面に固定される。また、便座および便蓋
は、便器本体１０ａ上の一端部に回動可能に取り付けられる。
【００５４】
　便器本体１０ａのボウル部１１は、上方に開口した椀状となっている。また、便器本体
１０ａは、その内部に、ボウル部１１に普通水Ｗ１を供給する給水路２１と、ボウル部１
１の溜水などを排出する排水路２２とを備えている。
【００５５】
　給水路２１は、その上流端は、便器本体１０ａの後部から外方に突出する。そして、こ
の上流端は、外部の水道管（図示せず）に接続され、水道圧によって、この水道管から給
水路２１に水道水が流入する。給水路２１の下流端は、ボウル部１１の上端部に配置され
、ボウル部１１内に臨ませて設けられている。この下流端は、水道管から給水路２１に流
入した水道水を、洗浄水としてボウル部１１内に吐出する。したがって、給水路２１の下
流端は、図３（ｃ）に示すように、ボウル部１１に普通水Ｗ１を吐出する吐水部２１ａに
なっている。
【００５６】
　吐水部２１ａは、例えば、給水路２１に一つ設けられている。吐水部２１ａは、ボウル
部１１に上方側（ボウル部１１の上部を含む）から平面視におけるボウル部１１の周方向
（椀の周方向）に普通水Ｗ１を吐出する。このため、吐水部２１ａからの普通水Ｗ１は、
図３（ｃ）において曲線状の矢印で示すように、ボウル部１１の椀状の内面に沿って周方
向に旋回しながら下方に流動する。言い換えると、給水路２１は、ボウル部１１の上方側
から旋回流で普通水Ｗ１を供給する。
【００５７】
　給水路２１は、給水弁（図示せず）を開放させることで、通水状態になり、この給水弁
を閉止させることで、止水状態になる。言い換えると、給水路２１は、給水弁の開閉によ
って、ボウル部１１への普通水Ｗ１の吐水とその停止とが切り替わる。例えば、この給水
弁は、例えば、その駆動が溜水制御部に制御されるステッピングモータと、このステッピ
ングモータの駆動によって開閉の切替および開放時の開放量の切替を行う弁体とから構成
することができる。
【００５８】
　排水路２２は、筒部２２ａと、その下流端に設けたトラップ部２２ｂと、外部の排水管
（図示せず）に接続された排出部（図示せず）とを備えている。そして、排水路２２は、
ボウル部１１の溜水や汚物等を、筒部２２ａからトラップ部２２ｂを介して排出部に流し
、この排出部から排水管に排出する。トラップ部２２ｂとしては、トラップ筒２２ｃの上
下動（上下の回動）によって、封水状態（例えば、図２（ａ）に示す状態）と排水状態（
例えば、図４（ｂ）に示す状態）とに切替可能ないわゆる回動式となっているものが好ま
しい。より具体的には、図２（ａ）に示すように、トラップ筒２２ｃが、その後方側の先
端を上方に向けた姿勢（封水姿勢）となることで、水洗便器１０は、給水路２１（吐水部
２１ａ）からの普通水Ｗ１をボウル部１１に貯留可能な封水状態となる。そして、図４（
ｂ）に示すように、トラップ筒２２ｃの後方側の先端が下方に回動した姿勢（排水姿勢）
となることで、水洗便器１０は、溜水を排水路２２に排出可能な排水状態となる。また、



(9) JP 6675101 B2 2020.4.1

10

20

30

40

50

図２（ｂ）に示すように、トラップ筒２２ｃの後方側の先端が、封水姿勢と排水姿勢との
間の位置に止めた姿勢（一部排水姿勢）となることで、水洗便器１０は、封水状態での溜
水の一部を排水路２２に排出し、封水状態よりも少ない量の溜水をボウル部１１に貯留可
能な部分封水状態となる。
【００５９】
　溜水制御部は、トラップ部２２ｂを駆動させることによってボウル部１１の溜水の喫水
線の高さを制御し、ボウル部１１の溜水の待機時の喫水線１２ａ以下の除菌対象部分１５
を露出させることができる。そして、溜水制御部は、除菌対象部分１５が露出した状態に
おいて、普通水Ｗ１を除菌対象部分１５に供給させた後、ノズル１３から除菌対象部分１
５に除菌水Ｗ２を供給させる制御を行うことができる。
【００６０】
　より具体的には、溜水制御部は、給水路２１の給水弁と電気的に接続しており、給水弁
の開閉およびその開放量の制御と、トラップ部２２ｂの駆動制御（トラップ筒２２ｃの上
下回動）を行う。溜水制御部は、トラップ筒２２ｃの後方側の先端の上下における位置情
報となる位置検知信号を検知して、それに基づいてトラップ筒２２ｃの駆動やその停止、
あるいはこの駆動におけるトラップ筒２２ｃの回動方向（上下の回動向き）の切替等の制
御を行う。これにより、トラップ筒２２ｃに封水姿勢と排水姿勢と一部排水姿勢とを切り
替えさせる。
【００６１】
　また、水洗便器１０は、除菌水Ｗ２をボウル部１１の除菌対象部分１５に供給するノズ
ル１３を備えている。なお、ノズル１３は、普通水Ｗ１を供給可能に構成されていてもよ
い。
【００６２】
　ノズル１３は、除菌対象部分１５に供給可能な適宜の位置に設けることができるが、本
実施形態では、ボウル部１１の後方上側に設けられている。ノズル１３は、先端の吐水口
１４から除菌対象部分１５に向けて、除菌水Ｗ２や普通水Ｗ１を供給する。除菌水Ｗ２や
普通水Ｗ１を除菌対象部分１５の全体に供給するために、吐水口１４にスプレッダーを設
けたり、ノズル１３として吐水方向を調整可能な可動式ノズルを設けたりしてもよい。例
えば、図２に示す第一実施形態では、図１と同様に、普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２を供給
するものとして同一のノズル１３を用いている。
【００６３】
　除菌対象部分１５は、水洗便器１０のボウル部１１の待機時の喫水線１２ａ付近を含む
が、上述したように水洗便器１０が封水状態の場合には、ボウル部１１の下部には封水と
しての溜水が存在する。そのため、封水状態において、普通水Ｗ１を給水路２１（吐水部
２１ａ）または吐水口１４からボウル部１１に供給しても、喫水線１２ａ以下のボウル部
１１の部分では、除菌対象部分１５の菌や汚れを事前に洗浄し、積層している菌の奥まで
、除菌水Ｗ２の効果を行き渡らせることが困難になるおそれがある。また、除菌水Ｗ２を
吐水口１４からボウル部１１に供給しても、喫水線１２ａ以下のボウル部１１の部分では
、除菌効果が低下するおそれがある。すなわち、ボウル部１１を洗浄する水（洗浄水）と
して給水路２１（吐水部２１ａ）から適宜吐水され、一時的に封水として貯留された溜水
によって、除菌水Ｗ２の濃度が薄まり、待機時の喫水線１２ａ以下の部分を除菌すること
ができないおそれがある。
【００６４】
　そこで、本実施形態では、除菌水Ｗ２をボウル部１１に供給する際には、溜水の水位を
待機時の喫水線１２ａよりも下方の喫水線１２ｂまで下げた状態で、ボウル部１１の除菌
対象部分１５の全体を露出させる。
【００６５】
　このような構成の水洗便器１０は、次のようにして普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２の供給
が行われる。以下の各工程を行うタイミングや工程時間は、溜水制御部により制御される
。
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＜第一実施形態＞
　まず、図２を参照して、第一実施形態について説明する。
【００６６】
　図２（ａ）に示すように、水洗便器１０が封水状態である場合には、水洗便器１０のボ
ウル部１１の溜水の水位は、待機時の喫水線１２ａの位置にある。このような場合には、
まず、図２（ｂ）に示すように、トラップ筒２２ｃを一部排水姿勢とする。これにより、
溜水の水位を待機時の喫水線１２ａよりも下方の喫水線１２ｂまで下げて、ボウル部１１
の除菌対象部分１５の全体を露出させる。
【００６７】
　溜水制御部は、封水状態において、普通水Ｗ１とその後の除菌水Ｗ２の供給による除菌
操作を行うことを指示する信号が入力されると、トラップ部２２ｂを駆動させる制御を行
い、排出動作を開始させる。この制御によって、トラップ筒２２ｃを下方に少し回動させ
て一部排水姿勢とし、トラップ部２２ｂ内の封水を一部排水する。このようにして、溜水
の水位を待機時の喫水線１２ａよりも下方の喫水線１２ｂまで下げて、ボウル部１１の除
菌対象部分１５の全体を露出させる。
【００６８】
　次に、図２（ｃ）に示すように、溜水が喫水線１２ｂまで下げられ、ボウル部１１の除
菌対象部分１５の全体が露出した状態で、溜水制御部の制御によって、この露出した除菌
対象部分１５にノズル１３の吐水口１４から普通水Ｗ１を供給する。このとき、除菌対象
部分１５は、待機時の喫水線１２ａから喫水線１２ｂまで下がって全体が露出しているた
め、ノズル１３の吐水口１４からの普通水Ｗ１を除菌対象部分１５の全体に直接掛けるこ
とができる。
【００６９】
　このように、普通水Ｗ１を後述する除菌水Ｗ２の供給前に除菌対象部分１５に供給する
ことで、菌や汚れを事前に洗浄し、積層している菌の奥まで、除菌水Ｗ２の効果を行き渡
らせることができ、単に除菌水Ｗ２を供給する場合よりも除菌効果を高めることができる
。また、ノズル１３の吐水口１４から吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水
圧よりも高くした場合には、普通水Ｗ１は、除菌水Ｗ２に比べて勢いよく吐出される。そ
のため、普通水Ｗ１による菌や汚れを事前に洗浄する効果や除菌水Ｗ２による除菌効果を
より高めることができる。
【００７０】
　次に、図２（ｄ）に示すように、溜水が喫水線１２ｂまで下げられたままの状態で、溜
水制御部の制御によって、露出した除菌対象部分１５にノズル１３の吐水口１４から除菌
水Ｗ２を供給する。このとき、除菌対象部分１５は、待機時の喫水線１２ａから喫水線１
２ｂまで下がって全体が露出しているため、ノズル１３の吐水口１４からの除菌水Ｗ２を
除菌対象部分１５の全体に直接掛けることができる。
【００７１】
　除菌対象部分１５は、上述した普通水Ｗ１の供給によって、あらかじめ表面の菌や汚れ
が洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そのため、除菌水Ｗ２を
除菌対象部分１５に供給することで、普通水Ｗ１による洗浄前は内側に位置していた菌ま
で除菌水の効果が行き渡りやすくなり、除菌効果を高めることができる。また、ノズル１
３の吐水口１４から吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧よりも高くした
場合には、勢いのある普通水Ｗ１によって、除菌対象部分１５の表面の菌や汚れが水の勢
いによる物理的な力で洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。その
ため、除菌水Ｗ２による除菌効果をより高めることができる。
【００７２】
　除菌水Ｗ２の供給後は、図２（ｅ）に示すように、喫水線１２ｂを待機時の水位である
喫水線１２ａまで戻す。例えば、溜水制御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを上方に
回動させて封水姿勢とし、給水路２１の給水弁を開放し、給水路２１を止水状態から通水
状態に切り替えて給水路２１からの通水を所定時間行うことで、封水としての溜水を喫水
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線１２ａまで復水することができる。
【００７３】
　溜水を喫水線１２ｂから喫水線１２ａまで復水することで、除菌水Ｗ２が掛けられた除
菌対象部分１５付近が溜水に浸漬する。そのため、除菌水Ｗ２が溜水に希釈されて濃度が
低下し、除菌水Ｗ２に含まれる除菌成分の揮発を抑えることもできる。
＜第二実施形態＞
　次に、図３を参照して、第二実施形態について説明する。
【００７４】
　第二実施形態では、図３（ｃ）に示すように、普通水Ｗ１が給水路２１から供給される
こと以外は、上記第一実施形態と同様にして、普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２の供給が行わ
れる。
【００７５】
　より具体的には、まず、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、水洗便器１０のボウル部１
１の溜水の水位が待機時の喫水線１２ａの位置にある状態から、喫水線１２ａよりも下方
の喫水線１２ｂまで下げて、ボウル部１１の除菌対象部分１５の全体を露出させる。
【００７６】
　次に、図３（ｃ）に示すように、ボウル部１１の除菌対象部分１５の全体が露出した状
態で、溜水制御部の制御によって、この露出した除菌対象部分１５に給水路２１の吐水部
２１ａから普通水Ｗ１を供給する。このとき、吐水部２１ａから吐出される普通水Ｗ１は
、ボウル部１１の椀状の内面に沿って周方向に旋回しながら下方に流動するので、除菌対
象部分１５の全体に普通水Ｗ１を直接掛けることができる。
【００７７】
　このように、普通水Ｗ１を除菌水Ｗ２の供給前に除菌対象部分１５に供給することで、
菌や汚れを事前に洗浄し、積層している菌の奥まで、除菌水Ｗ２の効果を行き渡らせるこ
とができ、単に除菌水Ｗ２を供給する場合よりも除菌効果を高めることができる。また、
給水路２１の吐水部２１ａから吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧より
も高くした場合には、普通水Ｗ１は、除菌水Ｗ２に比べて勢いよく吐出される。そのため
、普通水Ｗ１による菌や汚れを事前に洗浄する効果や除菌水Ｗ２による除菌効果をより高
めることができる。
【００７８】
　次に、図３（ｄ）に示すように、溜水が喫水線１２ｂまで下げられたままの状態で、溜
水制御部の制御によって、露出した除菌対象部分１５にノズル１３の吐水口１４から除菌
水Ｗ２を供給する。このとき、除菌対象部分１５は、待機時の喫水線１２ａから喫水線１
２ｂまで下がって全体が露出しているため、ノズル１３の吐水口１４からの除菌水Ｗ２を
除菌対象部分１５の全体に直接掛けることができる。
【００７９】
　除菌対象部分１５は、上述した普通水Ｗ１の供給によって、あらかじめ表面の菌や汚れ
が洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そのため、除菌水Ｗ２を
除菌対象部分１５に供給することで、普通水Ｗ１による洗浄前は内側に位置していた菌ま
で除菌水の効果が行き渡りやすくなり、除菌効果を高めることができる。また、給水路２
１の吐水部２１ａから吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧よりも高くし
た場合には、勢いのある普通水Ｗ１によって、除菌対象部分１５の表面の菌や汚れが水の
勢いによる物理的な力で洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そ
のため、除菌水Ｗ２による除菌効果をより高めることができる。
【００８０】
　除菌水Ｗ２の供給後は、図３（ｅ）に示すように、喫水線１２ｂを待機時の水位である
喫水線１２ａまで戻す。
＜第三実施形態＞
　次に、図４を参照して、第三実施形態について説明する。
【００８１】



(12) JP 6675101 B2 2020.4.1

10

20

30

40

50

　第三実施形態では、図４（ａ）に示すように、封水状態の水洗便器１０のボウル部１１
に、給水路２１から普通水Ｗ１が供給される。この工程としては、例えば、水洗便器１０
の使用後に、ボウル部１１を洗浄する水（洗浄水）として給水路２１の吐水部２１ａから
普通水Ｗ１が吐水される場合が挙げられる。このとき、吐水部２１ａから吐出される普通
水Ｗ１は、ボウル部１１の椀状の内面に沿って周方向に旋回しながら下方に流動し、溜水
と一緒になって旋回流を発生させ、除菌対象部分１５の全体に行き渡る。
【００８２】
　次に、給水路２１からの普通水Ｗ１の供給から所定時間経過後、図４（ｂ）に示すよう
に、トラップ筒２２ｃを排水姿勢とし、水洗便器１０を排水状態とする。例えば、溜水制
御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを下方に回動させて排水姿勢とし、トラップ部２
２ｂ内の封水を排水する。このようにして、ボウル部１１の溜水を排水路２２に排出する
。
【００８３】
　次に、図４（ｃ）に示すように、溜水制御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを上方
に回動させて一部排水姿勢とした状態で、給水路２１から普通水Ｗ１を供給して、喫水線
１２ｂまでボウル部１１に溜水を貯留する。このとき、ボウル部１１の除菌対象部分１５
は、その全体が露出した状態となる。
【００８４】
　次に、図４（ｄ）に示すように、溜水が喫水線１２ｂまで貯留され、ボウル部１１の除
菌対象部分１５の全体が露出した状態で、溜水制御部の制御によって、露出した除菌対象
部分１５にノズル１３の吐水口１４から除菌水Ｗ２を供給する。このとき、除菌対象部分
１５は全体が露出しているため、ノズル１３の吐水口１４からの除菌水Ｗ２を除菌対象部
分１５の全体に直接掛けることができる。
【００８５】
　除菌対象部分１５は、上述した普通水Ｗ１の供給によって、あらかじめ表面の菌や汚れ
が洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そのため、除菌水Ｗ２を
除菌対象部分１５に供給することで、普通水Ｗ１による洗浄前は内側に位置していた菌ま
で除菌水の効果が行き渡りやすくなり、除菌効果を高めることができる。また、給水路２
１の吐水部２１ａから吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧よりも高くし
た場合には、勢いのある普通水Ｗ１によって、除菌対象部分１５の表面の菌や汚れが水の
勢いによる物理的な力で洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そ
のため、除菌水Ｗ２による除菌効果をより高めることができる。
【００８６】
　除菌水Ｗ２の供給後は、図４（ｅ）に示すように、喫水線１２ｂを待機時の水位である
喫水線１２ａまで戻す。例えば、溜水制御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを上方に
回動させて封水姿勢とし、給水路２１の給水弁を開放し、給水路２１を止水状態から通水
状態に切り替えて給水路２１からの通水を所定時間行うことで、封水としての溜水を喫水
線１２ａまで復水することができる。
＜第四実施形態＞
　次に、図５を参照して、第四実施形態について説明する。
【００８７】
　第四実施形態では、図５（ｄ）に示すように、溜水が喫水線１２ｂまで貯留され、ボウ
ル部１１の除菌対象部分１５の全体が露出した状態で、普通水Ｗ１がノズル１３から供給
された後、図５（ｅ）に示すように、除菌水Ｗ２がノズル１３から供給される。この工程
以外は、上記第三実施形態と同様にして、普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２の供給が行われる
。
【００８８】
　より具体的には、まず、図５（ａ）に示すように、封水状態の水洗便器１０のボウル部
１１に、給水路２１の吐水部２１ａから普通水Ｗ１が供給される。このとき、吐水部２１
ａから吐出される普通水Ｗ１は、ボウル部１１の椀状の内面に沿って周方向に旋回しなが
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ら下方に流動し、溜水と一緒になって旋回流を発生させ、除菌対象部分１５の全体に行き
渡る。
【００８９】
　次に、給水路２１からの普通水Ｗ１の供給から所定時間経過後、図５（ｂ）に示すよう
に、トラップ筒２２ｃを排水姿勢とし、水洗便器１０を排水状態とする。例えば、溜水制
御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを下方に回動させて排水姿勢とし、トラップ部２
２ｂ内の封水を排水する。このようにして、ボウル部１１の溜水を排水路２２に排出する
。
【００９０】
　次に、図５（ｃ）に示すように、溜水制御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを上方
に回動させて一部排水姿勢とした状態で、給水路２１から普通水Ｗ１を供給して、喫水線
１２ｂまでボウル部１１に溜水を貯留する。このとき、ボウル部１１の除菌対象部分１５
は、その全体が露出した状態となる。
【００９１】
　次に、図５（ｄ）に示すように、ボウル部１１の除菌対象部分１５の全体が露出した状
態で、溜水制御部の制御によって、この露出した除菌対象部分１５にノズル１３の吐水口
１４から普通水Ｗ１を供給する。このとき、除菌対象部分１５は全体が露出しているため
、ノズル１３の吐水口１４からの普通水Ｗ１を除菌対象部分１５の全体に直接掛けること
ができる。
【００９２】
　このように、ボウル部１１を洗浄した後、除菌水Ｗ２を供給する前に、再度普通水Ｗ１
を除菌対象部分１５に供給することで、普通水Ｗ１による菌や汚れを事前に洗浄する効果
や除菌水Ｗ２による除菌効果をより高めることができる。また、ノズル１３の吐水口１４
から吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧よりも高くした場合には、普通
水Ｗ１は、除菌水Ｗ２に比べて勢いよく吐出される。そのため、普通水Ｗ１による菌や汚
れを事前に洗浄する効果や除菌水Ｗ２による除菌効果をさらに高めることができる。
【００９３】
　次に、図５（ｅ）に示すように、溜水が喫水線１２ｂまで貯留され、ボウル部１１の除
菌対象部分１５の全体が露出した状態で、溜水制御部の制御によって、露出した除菌対象
部分１５にノズル１３の吐水口１４から除菌水Ｗ２を供給する。このとき、除菌対象部分
１５は全体が露出しているため、ノズル１３の吐水口１４からの除菌水Ｗ２を除菌対象部
分１５の全体に直接掛けることができる。
【００９４】
　除菌対象部分１５は、上述した普通水Ｗ１の供給によって、あらかじめ表面の菌や汚れ
が洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そのため、除菌水Ｗ２を
除菌対象部分１５に供給することで、普通水Ｗ１による洗浄前は内側に位置していた菌ま
で除菌水の効果が行き渡りやすくなり、除菌効果を高めることができる。また、ノズル１
３の吐水口１４から吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧よりも高くした
場合には、勢いのある普通水Ｗ１によって、除菌対象部分１５の表面の菌や汚れが水の勢
いによる物理的な力で洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。その
ため、除菌水Ｗ２による除菌効果をより高めることができる。
【００９５】
　除菌水Ｗ２の供給後は、図５（ｆ）に示すように、喫水線１２ｂを待機時の水位である
喫水線１２ａまで戻す。
＜第五実施形態＞
　次に、図６を参照して、第五実施形態について説明する。
【００９６】
　第五実施形態では、図６（ｄ）に示すように、普通水Ｗ１が給水路２１から供給される
こと以外は、上記第四実施形態と同様にして、普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２の供給が行わ
れる。
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【００９７】
　より具体的には、まず、図６（ａ）に示すように、封水状態の水洗便器１０のボウル部
１１に、給水路２１の吐水部２１ａから普通水Ｗ１が供給される。このとき、吐水部２１
ａから吐出される普通水Ｗ１は、ボウル部１１の椀状の内面に沿って周方向に旋回しなが
ら下方に流動し、溜水と一緒になって旋回流を発生させ、除菌対象部分１５の全体に行き
渡る。
【００９８】
　次に、給水路２１からの普通水Ｗ１の供給から所定時間経過後、図６（ｂ）に示すよう
に、トラップ筒２２ｃを排水姿勢とし、水洗便器１０を排水状態とする。例えば、溜水制
御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを下方に回動させて排水姿勢とし、トラップ部２
２ｂ内の封水を排水する。このようにして、ボウル部１１の溜水を排水路２２に排出する
。
【００９９】
　次に、図６（ｃ）に示すように、溜水制御部の制御によって、トラップ筒２２ｃを上方
に回動させて一部排水姿勢とした状態で、給水路２１から普通水Ｗ１を供給して、喫水線
１２ｂまでボウル部１１に溜水を貯留する。このとき、ボウル部１１の除菌対象部分１５
は、その全体が露出した状態となる。
【０１００】
　次に、図６（ｄ）に示すように、ボウル部１１の除菌対象部分１５の全体が露出した状
態で、溜水制御部の制御によって、この露出した除菌対象部分１５に給水路２１の吐水部
２１ａから普通水Ｗ１を供給する。このとき、吐水部２１ａから吐出される普通水Ｗ１は
、ボウル部１１の椀状の内面に沿って周方向に旋回しながら下方に流動するので、除菌対
象部分１５の全体に普通水Ｗ１を直接掛けることができる。
【０１０１】
　このように、ボウル部１１を洗浄した後、除菌水Ｗ２を供給する前に、再度普通水Ｗ１
を除菌対象部分１５に供給することで、普通水Ｗ１による菌や汚れを事前に洗浄する効果
や除菌水Ｗ２による除菌効果をより高めることができる。また、給水路２１の吐水部２１
ａから吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧よりも高くした場合には、普
通水Ｗ１は、除菌水Ｗ２に比べて勢いよく吐出される。そのため、普通水Ｗ１による菌や
汚れを事前に洗浄する効果や除菌水Ｗ２による除菌効果をさらに高めることができる。
【０１０２】
　次に、図６（ｅ）に示すように、溜水が喫水線１２ｂまで貯留され、ボウル部１１の除
菌対象部分１５の全体が露出した状態で、溜水制御部の制御によって、露出した除菌対象
部分１５にノズル１３の吐水口１４から除菌水Ｗ２を供給する。このとき、除菌対象部分
１５は全体が露出しているため、ノズル１３の吐水口１４からの除菌水Ｗ２を除菌対象部
分１５の全体に直接掛けることができる。
【０１０３】
　除菌対象部分１５は、上述した普通水Ｗ１の供給によって、あらかじめ表面の菌や汚れ
が洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そのため、除菌水Ｗ２を
除菌対象部分１５に供給することで、普通水Ｗ１による洗浄前は内側に位置していた菌ま
で除菌水の効果が行き渡りやすくなり、除菌効果を高めることができる。また、給水路２
１の吐水部２１ａから吐出される普通水Ｗ１の吐水圧を除菌水Ｗ２の吐水圧よりも高くし
た場合には、勢いのある普通水Ｗ１によって、除菌対象部分１５の表面の菌や汚れが水の
勢いによる物理的な力で洗い落とされ、あるいは表面の菌の付着力が弱められている。そ
のため、除菌水Ｗ２による除菌効果をより高めることができる。
【０１０４】
　除菌水Ｗ２の供給後は、図６（ｆ）に示すように、喫水線１２ｂを待機時の水位である
喫水線１２ａまで戻す。
【０１０５】
　以上に説明した本実施形態に係る水廻り機器への除菌水の供給方法によれば、除菌水の
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供給前に普通水を除菌対象部分に供給することで、菌や汚れを事前に洗浄し、積層してい
る菌の奥まで、除菌水の効果を行き渡らせることができる。そのため、単に除菌水を供給
する場合よりも除菌効果を高めることができる。また、普通水の吐水圧を除菌水の吐水圧
よりも高くした場合には、ノズルなどの吐水口から普通水を除菌対象部分に向けて供給す
る際、普通水を勢いよく吐出させることができ、その後の除菌水の供給による除菌効果を
より高めることができる。
【０１０６】
　さらに本実施形態では、待機時の喫水線以下の除菌対象部分に普通水および除菌水を直
接掛けることができるため、この除菌対象部分を効果的に除菌することができ、ボウル部
の清潔性や衛生を向上させることができる。
【０１０７】
　なお、本実施形態では、上下に反転駆動が可能な蛇腹式のトラップ部を有する回動式に
よる排水を行う機械式排出機構便器を用いたが、これに代えて、いわゆるサイホンゼット
方式によるものなど、別の方式による排水を行う水洗便器を用いてもよい。
【０１０８】
　また、本実施形態では、固定式の排出機構を有する便器において、排出機構の一部が可
動式である水洗便器を用いることもできる。
【０１０９】
　図７は、図２に示す水洗便器への除菌水の供給方法の第一実施形態の変形例を示す概略
断面図である。
【０１１０】
　図７に示す水洗便器１００は、ボウル部１１０を有する便器本体１００ａを備えている
。便器本体１００ａは、その内部に、ボウル部１１０に普通水Ｗ１を供給する給水路２１
０と、ボウル部１１０の溜水などを排出する排水路２２０とを備えている。
【０１１１】
　また、水洗便器１００は、除菌水Ｗ２をボウル部１１０の除菌対象部分１５０に供給す
るノズル１３０を備えている。なお、ノズル１３０は、普通水Ｗ１を供給可能に構成され
ていてもよい。
【０１１２】
　また、水洗便器１００は、ボウル部１１０の溜水の喫水線の高さを制御する溜水制御部
（図示せず）を備えている。なお、給水路２１０、ノズル１３０および溜水制御部として
は、図２において説明したものと同様の構成とすることができ、以下ではその説明を省略
する。
【０１１３】
　排水路２２０は、排出部２２０ａと、トラップ部２２０ｂと、ボウル部１１０の底面１
１０ａから斜め上方に延びるトラップ部材２２０ｃとを備えている。排出部２２０ａは、
外部の排水管（図示せず）に接続されている。トラップ部材２２０ｃは、ボウル部１１０
の底面１１０ａから延びる第一トラップ部材２２０ｃ１と、第一トラップ部材２２０ｃ１
の上端から延びる第二トラップ部材２２０ｃ２とで構成されている。また、第二トラップ
部材２２０ｃ２は、第一トラップ部材２２０ｃ１との継ぎ目部分２２０ｂ３を支点として
、図７（ｂ）に示すように、排出部２２０ａ側に回動可能に構成されている。
【０１１４】
　本変形例においては、図７（ａ）に示すように、第二トラップ部材２２０ｃ２の上端を
斜め上方に向けた姿勢（封水姿勢）とすることで、トラップ部２２０ｂにトラップ構造を
形成する。これによって、水洗便器１００は、給水路２１０からの普通水Ｗ１をボウル部
１１０に貯留可能な封水状態となり、待機時の喫水線１２０ａまで溜水が貯留される。そ
して、図７（ｂ）に示すように、第二トラップ部材２２０ｃ２の上端を排出部２２０ａ側
に回動させて下方に向けた姿勢（一部排水姿勢）とすることで、ボウル部１１０の溜水の
一部を排水路２２０に排出し、封水状態よりも少ない量の溜水をボウル部１１０に貯留可
能な部分封水状態となる。このとき、溜水の水位は、待機時の喫水線１２０ａよりも下方
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の喫水線１２０ｂまで下げられる。
【０１１５】
　このように、第二トラップ部材２２０ｃ２の上端を一部排水姿勢とし、溜水を喫水線１
２０ｂまで下げ、ボウル部１１０の除菌対象部分１５０の全体が露出した状態で、溜水制
御部の制御によって、ノズル１３０の吐水口１４０から普通水Ｗ１および除菌水Ｗ２が供
給される。
【０１１６】
　図８は、図４に示す水洗便器への除菌水の供給方法の第三実施形態の変形例を示す概略
断面図である。なお、図８において、図７と重複する構成要素には同一の符号を付し、以
下では重複する説明は省略する。
【０１１７】
　本変形例では、図８（ａ）に示すように、普通水Ｗ１が給水路２１から供給されること
以外は、上記図７を参照して説明した第一実施形態の変形例と同様にして、普通水Ｗ１お
よび除菌水Ｗ２の供給が行われる。
【０１１８】
　より具体的には、まず、図８（ａ）に示すように、封水状態の水洗便器１００のボウル
部１１０に、給水路２１０の吐水部２１０ａから普通水Ｗ１が供給される。このとき、吐
水部２１０ａから吐出される普通水Ｗ１は、ボウル部１１０の椀状の内面に沿って周方向
に旋回しながら下方に流動し、溜水と一緒になって旋回流を発生させ、除菌対象部分１５
０の全体に行き渡る。
【０１１９】
　なお、水洗便器１００においては、給水路２１０から普通水Ｗ１を所定時間供給するこ
とによって、ボウル部１１０の溜水が排水路２２０に排出される。
【０１２０】
　その後、図８（ｂ）に示すように、第二トラップ部材２２０ｃ２の上端を排出部２２０
ａ側に回動させて一部排水姿勢とすることで、ボウル部１１０の溜水を喫水線１２０ｂま
で下げた状態とする。そして、ボウル部１１０の除菌対象部分１５０の全体が露出した状
態で、溜水制御部の制御によって、この露出した除菌対象部分１５０にノズル１３０の吐
水口１４０から除菌水Ｗ２を供給する。このとき、除菌対象部分１５０は全体が露出して
いるため、ノズル１３０の吐水口１４０からの除菌水Ｗ２を除菌対象部分１５０の全体に
直接掛けることができる。
【０１２１】
　除菌水Ｗ２の供給後は、図８（ｃ）に示すように、第二トラップ部材２２０ｃ２の上端
を斜め上方に向けた封水姿勢とし、給水路２１０からの通水を所定時間行うことで、喫水
線１２０ｂを待機時の水位である喫水線１２０ａまで戻す。
【０１２２】
　以上の通り、本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法は、以下の工程を含むことを特
徴としている。
除菌成分非含有の普通水Ｗ１を水廻り機器の除菌対象部分１５に供給する第１工程。
除菌成分を含有する除菌水Ｗ２を除菌対象部分１５に供給する第２工程。
【０１２３】
　この水廻り機器への除菌水の供給方法では、第２工程における除菌成分が、オゾンであ
ることが好ましい。
【０１２４】
　この水廻り機器への除菌水の供給方法では、第１工程における普通水の吐水圧が、第２
工程における除菌水の吐水圧よりも高いことがより好ましい。
【０１２５】
　この水廻り機器への除菌水の供給方法では、水廻り機器が水洗便器１０であり、除菌対
象部分１５が、水洗便器１０のボウル部１１の、溜水の待機時の喫水線１２a以下の部分
を含むことが特に好ましい。
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【０１２６】
　本発明の水洗便器１０は、ボウル部１１を有する便器本体１０aと、ボウル部１１の除
菌対象部分に除菌成分を含有する除菌水Ｗ２を供給可能なノズル１３とを備える。さらに
、本発明の水洗便器１０は、ボウル部１１に除菌成分非含有の普通水Ｗ１を供給可能な給
水路２１と、ボウル部１１の溜水を排出可能な排水路２２と、ボウル部１１の溜水の喫水
線１２aの高さを制御可能な溜水制御部とを備える。
【０１２７】
　排水路２２は、給水路２１から供給される普通水Ｗ１をボウル部１１に貯留可能に形成
され、かつ、少なくとも一部が可動式であるトラップ部２２bを備えている。除菌対象部
分１５は、ボウル部１１の溜水の待機時の喫水線１２a以下の部分を含む。溜水制御部は
、トラップ部２２bを駆動させることによってボウル部１１の溜水の喫水線１２aの高さを
制御可能である。溜水制御部による制御によってボウル部１１の溜水が排水路２２へ排出
されて除菌対象部分１５が露出した状態において、溜水制御部は、普通水を除菌対象部分
に供給させた後、ノズルから除菌対象部分に除菌水を供給させる制御が可能である。
【０１２８】
　この水洗便器では、ノズル１３は、除菌水Ｗ２および除菌成分非含有の普通水Ｗ１を除
菌対象部分１５に供給可能であり、溜水制御部は、ノズル１３から除菌対象部分１５に普
通水Ｗ１を供給させる制御が可能である。
【０１２９】
　本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法および水洗便器は、以上の実施形態に限定さ
れるものではない。
【実施例】
【０１３０】
　以下、実施例とともに、本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法について説明するが
、本発明の水廻り機器への除菌水の供給方法は、以下の実施例に何ら限定されるものでは
ない。
＜実施例＞
　水道水（普通水）とオゾン水（除菌水）とを同一のノズルから除菌対象部分に供給した
。実験条件は下記のとおりである。
【０１３１】
　水廻り機器の代用として、アクリル樹脂を成形した板を用いた。そしてこの板の表面に
、クラドスポリウム菌を約１０６程度塗布して試験用サンプルとした。
【０１３２】
　そしてこの試験用サンプルに対して、普通水を５０秒供給後、５秒の間隔を空けて除菌
水を１０秒供給した。普通水には水道水を用い、除菌水には、水道水にオゾンガスを約２
ｍｇ／Ｌ溶解させたオゾン水を用いた。また、普通水の供給は、オゾン水の供給より１．
５倍の圧力とした。
＜比較例＞
　オゾン水（除菌水）のみをノズルから除菌対象部分に供給した。実験条件は下記のとお
りである。
【０１３３】
　実施例と同様の試験用サンプルに対して、実施例と同様の除菌水を、６０秒供給した。
＜残菌率の測定＞
　実施例および比較例の各実験後の試験用サンプルにおける菌の残菌率を測定し、除菌効
果を評価した。
【０１３４】
　残菌率は、次のようにして算出した。各実験後の試験用サンプルの菌の塗布面を抽出液
で洗い出し、ポテトデキストロース寒天培地（ＰＤＡ培地）に液を塗布、培養し菌数測定
を行った。そして、除菌を行わなかった試験用サンプルの菌数に対する除菌率を算出した
。
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【０１３５】
　残菌率は、比較例では４９．４％であったのに対し、実施例では０．０１％であった。
【０１３６】
　結果として、実施例と比較例の数値には差が見られる。このことから、除菌水のみを作
用させるよりも、普通水を供給してから除菌水を作用させた方が、除菌効果が高まること
が確認できた。
【０１３７】
　すなわち、単に菌に除菌水を掛けるよりも、まずは、除菌成分非含有の普通水を掛ける
ことで菌に影響を与えやすいことが分かった。また、除菌成分を含有する除菌水よりも吐
水圧の高い除菌成分非含有の普通水を掛けることで、除菌水を掛ける時間を短くしても、
単に菌に除菌水を掛けた場合に比べて残菌率は顕著に減少した。
【符号の説明】
【０１３８】
Ｗ１　除菌成分非含有の普通水
Ｗ２　除菌成分を含有する除菌水
１０、１００　水洗便器
１０ａ、１００ａ　便器本体
１１、１１０　ボウル部
１２ａ、１２ｂ、１２０ａ、１２０ｂ　喫水線
１３、１３０　ノズル
１４　吐水口
１５　除菌対象部分
２１、２１０　給水路
２２、２２０　排水路
２２ｂ、２２０ｂ　トラップ部
【図１】 【図２】
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